
今大会は44フィートのロン
グオイルパターンを採用。さら
に前回よりゲーム数が6Ｇ増え
たこともあって、選手たちは予
想以上にタフな戦いを強いられ
た。ゲームが進むにつれて難解
に変化するコンディションにほ
んろうされる選手が続出。とく
に早朝スタートの準決勝からリ
メンテなしで突入した最終日の
ＴＶ決勝は、スプリットやノー
ヘッドのローカウント投球が男
女合わせて20以上を数える波
乱の展開となった。
上位4名による3位決定戦を
勝ち抜けたのは、女子が伊勢川
選手と両手投げの16歳・森恵
美選手（奈良）、男子は藤永選手
と17歳の現ユースナショナル
チームメンバーの両手投げサ
ウスポー・熊凌汰選手（福岡）。
現ナショナルチームメンバーの
鈴木波流（静岡）、石本美来（広
島）、佐々木智之（神奈川）3選
手はそろって敗退し、頂点の座
は若き“新鮮力”によって争われ
ることとなった。

女子ＴＶ決勝
先に行われた女子の優勝決
定戦は、3位決定戦でひとり

200アップのスコアをマーク
した伊勢川選手が、ここも持ち
味のステディーなボウリングで
前半をノーミスでクリア。対す
る森選手は、準決勝の6Ｇで
1402と大爆発した勢いが、ガ
ター（スペア）を犯した3位決定
戦の6フレを境に急失速。優勝
決定戦はストライクスタートで
立ち直るかに見えたが、ピン手
前まで延びたオイルにボール
を滑らせ、前半だけで3つの
オープンフレームを作ってしま
う。
伊勢川選手は折り返しの6フ

レで⑦⑩スプリットを出すも、
焦ることなく7フレから3連発。
森選手は後半もアジャストでき
ず、7、8フレをいずれもノー

一方、熊選手のストライク
はすべて単発。それでも先投
げの9・10フレでまずファウン
デーションをマーク。そのまま
オールウェーでフィニッシュ
すれば…というかすかな望み
も、10フレ1投目のジャスト
⑥で万事休す。藤永選手が
196：174で逃げ切り、悲願
のＮＨＫ杯を手にした。

藤永選手のコメント
決勝の相手は同じ九州で、

中学生以上のジュニアからシニアまでのトップアスリートボウラーが一堂に会
して覇を競うＪＢＣ最高峰の男女別個人戦「ＮＨＫ杯　第55回全日本選抜ボウリ
ング選手権大会」が5月13～15日の3日間、埼玉県狭山市の新狭山グランドボウ
ルに男子130名（ＢＬ5名）・女子103名の選手が参加して開催された。競技は男
女とも予選9Ｇ、準々決勝＆準決勝各6Ｇの計21Ｇを経て上位4名をエリミネー
ター方式のＴＶ決勝に選出。その結果、男子は20歳の藤永北斗選手（熊本）、女子
は21歳の伊勢川華愛選手（和歌山）が、ともにうれしい初優勝を飾った。（主催：
(公財)全日本ボウリング協会）▲選手権者に輝いた男子・藤永（左）、女子・伊勢川の両選手

▲断トツのスコアで1位通過した準
決勝から一転、決勝では大崩れして
しまった森選手。「緊張して力んで
いたのか、普段より球速が出過ぎて
いました。薄めで割れてばかりだっ
たのがダメなところですね」

ヘッドの5本カウント（オープ
ン）として、勝負は早々に決し
てしまった。
結果は207：130。パワフ
ルな森選手とは好対照に、派手
さはないが高い再現性を発揮
した伊勢川選手のボウリングが
上回った一戦となった。
伊勢川選手のコメント
使用したのが弾きのいいボー
ルで、薄めでもピンが飛んでく
れる自信があったから、それを
信じて投げました。去年のＮＨ
Ｋ杯は予選落ちだったので、最
初の目標は予選通過でした。そ
したら同じ和歌山の安里紗希
選手（総合5位）と一緒に通過で
きたので「決勝も一緒に行こう」
と約束して、そのために頑張っ
て投げました。普段から一緒に
練習している彼女がいて安心
でした。今年は国体も和歌山代
表の4人に選ばれているので、
個人でも団体でも優勝を目指
したいと思っています。

男子ＴＶ決勝
九州勢同士のサウスポー対
決となった男子優勝決定戦は、
両選手ともキャリーダウンが
進行したコンディションに手を
焼きながらも、ゲーム自体はス
リリングに展開した。
熊選手は2フレ③⑩、5フレ
④⑥⑩と2度のスプリットをい
ずれもオープンに。藤永選手
は4フレ②④⑥⑦⑧⑩、5フレ
②④⑦⑩、9フレ⑤⑥と熊選手

を上回る3度のス
プリットを出した
ものの4、9フレは
見事にカバー。さ
らに2＆3、7＆8
フレで2度のダブ
ルをマークして主
導権を握り続けた。

ＮＨＫ杯 第55回全日本選抜選手権

優勝は男子・藤永北斗選手、女子・伊勢川華愛選手
5月13～15日　新狭山グランドボウル

頂上決戦は“新鮮力”台頭の舞台に
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ロングオイルが波乱を演出

▲現ナショナルチーム勢はそろって3位決定戦敗退。3オ
ープンと苦しみながらも10フレをパンチアウトして3位の
鈴木選手（左）は「石本さんとの3位争いを意識していた
けれど、結果的に森さんとも1ピン差だったので悔しさが
残ります」。4位の石本選手（右）は序盤でまさかの3スプリ
ットオープン。「手詰まりでした。朝の準決勝がよかったの
で、自信を持って行ったら割れまくった」と2年連続3度目
の優勝を逃してガックリ

▲2月の大学個人選手権2位、3月の
全日本選手権は3人チーム戦で優勝
と、上り調子で今大会に臨んだ伊勢
川選手。「去年は予選落ち。今年は最
後まで残ることができたので、楽しも
うと思って投げました」

▲全国大会制覇は昨秋の都道府県対
抗選手権以来2度目。「大会を通じて苦
手な⑦ピンを一度もカバーミスしなか
ったことが自信になった」と藤永選手

▲（左）4名中唯一の右投げもアドバンテージとはならず、3位フィニッシュの
佐々木選手。「去年は予選落ちでボロボロだったので、ここまでこれてよかっ
たと思う半面、ここまできたら5度目の優勝をしたかったとも思います」。（右）
長澤選手は左レーンに苦しんで4位。「ＮＨＫ杯でここまで残ったのは初め
て。来年リベンジできたらいいなと思います」

▲「結果的に負けたということが、自分
に何かメッセージを伝えているんだと
思う」と準Ｖの熊選手。「来年また絶対
に、この舞台に戻ってきます！」

自分も高校の3年間いたユース
ナショナルチームのメンバー
だったので、絶対に勝ちたいと
思っていました。3フレで4本
スプリットが出たときはすごく
焦りました。滅多にない残りピ
ンでしたが、全国大会のいちば
ん大事なところで取れてよかっ
たです。9フレの⑤⑥スプリッ
トも、左右のレーンで5枚くら
い立ち位置が違ったので、集中
しました。今回、最高峰といわ
れるＮＨＫ杯で優勝することが
できたので、今後出場する全国
大会でも優勝できるように頑
張りたい。下地監督には「ナ
ショナルに戻ってこいよ」と言
われたので、それも頑張ってみ
たいです。
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